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写真図版 8　大野田官衙遺跡第 21 次調査

2.　遺構完掘状況（東から）

4.　SD1 溝跡土層断面（南から） 5.　P1 土層断面（北から）

1.　遺構検出状況（南東から）

3.　調査区北壁土層断面（南西から）

第 3章　太白区の調査
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第 4章　郡山遺跡の調査
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遺跡名・調査次数 調査地区 調査面積 調査期間 調査原因 対応
郡山遺跡　第 260 次 郡山遺跡南東部 216.84㎡ 平成 28 年 4 月 18 日～ 7月 7日 宅地造成 開発に伴う事前調査
郡山遺跡　第 262 次 Ⅱ期官衙北東部 10.75㎡ 平成 28 年 1 月 27 日～ 2月 2日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査
郡山遺跡　第 263 次 Ⅱ期官衙南東部 107.60㎡ 平成 28 年 6 月 6 日～ 7月 22 日 宅地造成 開発に伴う事前調査
郡山遺跡　第 264 次 郡山遺跡東部 4㎡ 平成 28 年 6 月 13 日 宅地造成 開発に伴う事前調査
郡山遺跡　第 265 次 Ⅱ期官衙西部 23㎡ 平成 28 年 7 月 1 日～ 7月 22 日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査
郡山遺跡　第 266 次 郡山遺跡東部 16㎡ 平成 28 年 12 月 12 日 長屋住宅建築 開発に伴う事前調査
郡山遺跡　第 267 次 郡山遺跡南東部 12㎡ 平成 29 年 1 月 10 日 個人住宅建築 郡山遺跡ほか調査

第 26 図　郡山遺跡調査区位置図

第 4章　郡山遺跡の調査
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第 5章　総括

Ⅰ．南小泉遺跡第 79 次調査
　今回の調査地点は南小泉遺跡の北西部に位置する。今回の調査では土坑 1基、井戸跡 1基、ピット 7基を検出し

た。遺構の年代については、出土遺物の様相から SK1 が古墳時代中期以降、SE1 が 17 世紀以降であると考えられ

る。今回の調査地点はこれまで遺構の検出例が少ない地域であり、今回の調査により古墳時代中期の遺構群が遺跡

の北東側にさらに広がることが判明した。また弥生時代中期と考えられる土器も出土した。

Ⅱ．高田A遺跡第 6次調査
　今回の調査地点は遺跡の中央部に位置する。今回の調査では、溝跡 4条、土坑 2基を検出した。遺物は古墳時代

の前期塩釜式の土師器壺のほか、弥生土器、円礫や珪化木を使用した磨石などが出土している。今回の調査地点の

西側の、平成 13 年度に実施された第 2次調査では、縄文時代から平安時代までの遺構、遺物が発見されている。

平安時代の土師器が出土した SD1 溝跡が、今回の調査で見つかった SD1 溝跡の延長線上に位置しており、同一の

遺構である可能性がある。

Ⅲ．今泉遺跡第 14 次調査
　今回の調査地点は遺跡の南西側に位置する。今回の調査では遺構検出面を2面確認し、上面のⅡ層からは土坑2基、

井戸跡１基、ピット７基を検出し、Ⅲ層上面から南北方向の溝跡１条、ピット１基を検出した。Ⅲ層上面で検出さ

れた溝跡は今泉城の堀跡の区画とも平行することから、城の南西側を区画する溝跡の一部であると考えられる。

Ⅳ . 大野田官衙遺跡第 20 次調査
　今回の調査地点は大野田官衙遺跡の北辺部分に位置する。今回の調査では東西方向の溝跡を 1条確認した。この

溝跡は近隣の調査区で検出されている官衙を区画する溝跡の延長部分に位置しており、官衙の北辺を区画する溝跡

であると考えられる。

Ⅴ . 大野田官衙遺跡第 21 次調査
　今回の調査地点は大野田官衙遺跡の南側に位置する。今回の調査では南北方向の小溝状遺構群を構成すると考え

られる溝跡 2条とピットが 1基検出されたが、官衙に関連する遺構は検出されなかった。

Ⅵ．郡山遺跡
　郡山遺跡においては、今年度 7件の個人住宅の建築等に伴う発掘調査を実施した。詳細については仙台市文化財

調査報告書第 460 集「郡山遺跡 37」に記載している。

第 5章　総括
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副書名 平成 28 年度個人住宅他国庫補助対象事業に伴う発掘調査報告書
巻次 27
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所在地 〒 980-0011　仙台市青葉区上杉一丁目 5-12　仙台市役所　上杉分庁舎 10 階　　TEL：022-214-8894

発行年月日 平成 29 年 3 月 31 日

所収遺跡名
所在地

コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因市町

村
遺跡
番号

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
要約

南小泉遺跡
（79 次）

仙台市若林区
遠見塚二丁目 4100 01021 38°14′25" 140°54′56" 2016.2.15 ～ 12㎡ 記録保存

（個人住宅新築）2016.2.18
集落跡・屋敷跡 弥生～近世 土坑・井戸跡 土師器・陶器

土坑、井戸跡、ピット 7基を検出した。土坑から土師器と弥生土器が、が井戸跡から近世陶器が出土した。

高田 A 遺跡　 
（6 次）

仙台市若林区
上飯田 3丁目 4100 1256 38°13' 11" 140°55' 7" 2015.6.4 ～ 12㎡ 記録保存

（個人住宅新築）2015.6.9
集落跡 縄文～古代 溝跡・土坑 弥生土器・土師器・石器

溝跡 4条、土坑 2基を検出した。遺物は弥生土器、土師器、磨石が出土した。

今泉遺跡 
（14 次）

仙台市若林区今泉 2丁目 4100 01235 38°12' 49" 140°55' 41" 2016.2.2 ～ 12㎡ 記録保存
( 個人住宅新築）2016.2.5

集落跡・城館跡・包含地 縄文～近世 土坑・井戸跡・溝跡 金属製品・磨石
土坑 2基、井戸跡１基、溝跡 1条、ピット 8基を検出した。

大野田官衙遺跡　
（20 次）

仙台市太白区富沢駅周辺
土地区画整理地 4100 01361 38°13' 3" 140°52' 33" 2016.2.3 21.4㎡ 記録保存

（個人住宅新築）
官衙跡 奈良・平安 溝跡 なし

官衙の北辺を区画する溝跡を 1条検出した。

大野田官衙遺跡　
（21 次）

仙台市太白区富沢駅周辺
土地区画整理地 4100 01361 38°12' 57" 140°52' 34" 2016.6.27 12㎡ 記録保存

( 個人住宅新築）
官衙跡 奈良・平安 溝跡、ピット 土師器

小溝状遺構 2条とピットを 1基検出したが、官衙に関連する遺構は検出されなかった。
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